境界を生きる～差別意識とは～
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１．はじめに
　　講座を主宰している岩村先生から、「部落」問題に関するテーマで講師を依頼された時、「〈死〉を考える」という講座で、フィールドワークに入ってきた私がどのようなテーマでお話できるか、まず悩みました。他の人びとと異なり、私のテーマには「死」ということばが入っていません。また、受講生の皆さんは、かなりの認識をもつ人びとであるともお聞きしましたので、今回の話は、現在の私が生き考えている世界をそのまま話を聞いていただこうと思っています。
２．「境界を生きる」とは
     日野玲子「新米患者家族の経験ものがたり―交錯する人生模様と制度のはざま－」
　　　『架橋』no.24　 2011.3　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　[ 資料１・２]
　　「途絶した時間」→「この非日常に形を与えてみたい」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  日常性②
　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　あいまい領域
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  日常性①
　　〈日常性の体験〉　　　　　　　　　　　〈非日常的な、日常の体験〉
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以前の日常性に足場を置く（社会を生きる）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　しかし、異質な体験のなかで新たな再生と人間関係、世界の広がり
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〈二つの日常の狭間：あいまい領域〉
　　　　　　　　　　　　　《隙間に落ちる》
　　〈制度の中で生きる〉　　　　　　　　　〈制度の狭間で生きる〉
　　〈社会常識の世界〉　　　　　　　　　　〈実存的主体性の世界〉
　　　　　　　　　　　　　　《　問う　》
　
・子どもの生命力と主体的な生き方に感動をもちつつ暮らす。
　・「被爆者を理解しようと思うならば、常に人間を否定する力として働く原爆と、それに抗って生きていこうとする人間と、その二つの力のつばぜり合いとして被爆者というものをとらえなけばなりません。」（石田忠）　　濱谷正晴『原爆体験』岩波書店  2005
　・被爆者の苦しみは「被爆者」であることそれ自体です。(同上)
３．差別意識とは、－「部落」差別問題を通して
　(1)  カテゴリーの罠－「自己と他者」関係とは
　　　・「視る」視点が多様で個別的なのに、なぜ同じように「見えている」と思うのか。
　　　・社会常識とは　？　　　　　　　　　　　　　　　　【写真：自画像と似顔絵】
○「差異」のカテゴリーとは　　[資料　３]
　　カテゴリー間の「境界」から見ることの重要性
· 「同和地区」関連語　　　　　[資料　４]
「同和地区」とは？
(2) 「部落」差別問題の2つのテーゼ（関係論の立場から：日野の仮説）
　 　  テーゼ１：　差別問題は歴史的社会的に形成された社会意識の問題である。
　　　 テーゼ２：　「部落」が実体として存在するのではなく、「部落」差別という差別意識が「部落」を実体化させる。
　　　　　     ○《テーゼ２》について
・差別問題を「人と人との関係」のあり方の問題としてとらえる。
　　　　    　 ・「部落」が実在するという考え方は、社会意識に内在する集合表象（「部落」とイメージ）によって現象化し固定している、《「部落」と「部落外」》という関係を前提にしてなりたっている。　　　　　　　
A 「部落」は実在しない。　　　　　　B 「部落」差別はある。
　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　社会意識に内在する「部落」像が存在する
「身体化された表象」として個人意識に内在する
　　　　　　　　　　「部落」差別とは、「部落外の側」にいると信じている人々（個々人）が、自分から見て、ある特定の集団や人々を、「部落」「部落住民」という名で、受け入れを拒否したり避けたりする行為や意識
　　　　　　　 C  差別意識の結果、「部落差別を受ける者」を現象化させる
　　　　　　　　   「部落差別を受ける者」とは、現に差別を受けた経験のある者またその可能性のある者。
「差別を受ける対象」は、「部落外の側」にいると信じている人々の恣意性による。
→　「〈部落〉差別を受ける者」とは？　
　　「〈部落〉出身」との関係は
⇒「差別を受ける者」の再生産と、《「部落」と「部落外」》の関係の固定
４．社会意識としての「部落」像の形成過程　《テーゼ１について》
　　「日野の仮説」　　　　　【資料　５】　以下関連資料
　　小島達雄「〈特種部落〉・〈特殊部落〉の呼称をめぐって」の研究から
出来事
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